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スギ科メタセコイア属は日本の第二紀層中から

発見された化石によって 1941年 に記載され ,

自亜紀から第二紀に生育 し,約 100万 年前に絶

滅 したものと信じられていた。 ところが 1945

年に中国で現存する種類が発見され 1946年 と
48年に発表されたため「生ける化石植物」とし

て大変有名になった。現地で採集された種子が

1949年 に日本に初めて送られてきたが, 図は

その発芽で, 原寛先生 が植 物研究雑誌 25巻
(1950〉 に発表されたものを引用 した。 これから

育ぅたものが構内では懐徳館 (樹高約 10m)と
植物学教室・ 資料館の境 (約 25m)と に植えら

れている。一方今 日方々でみられるものは1950

年にアメリカから送られた苗木から広まった。

(大橋広好 :植物)7b,t) 7+ Metasequoit {tyhtasl,a!,oz/ttt Hu et Cheng
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川や湖で孵化したサケの稚魚はやがて川を降って海に

出る(降河回遊)。 海で数年間 (2～ 7年)を過したサケは

性的成熟に達し(外 洋回遊),産卵のため川を湖ってくる

(棚河回遊)。

サケが産卵のために,幼いとき育った故郷の川 (母川)

にかなり正確にもどってくることは標識放流の結果から

ょく知られている。いまだかつてサケの棚上したことの

ない川に受精卵を運び,そ こで育てて放流すると,その

川にもどってきて新たな産卵ポピュレーションができあ

がる。このことから,サケの母川への産卵棚河は遺伝的

要因によるものではなく,自身が孵化され稚魚期を過し

た川を探知 してもどってくることがわかる。では,サ ケ

はどのような感覚的手がりで降河回遊→外洋回遊→湖河

回遊 (母川回遊ともいう)の大旅行をなしとげ,再び母

川にたどりつけるのであろうか。

魚が体内時計で補正された太陽コンパスを利用して定

位 (Sun_Compass orientation)で きることは多 くの研究

者により実証されている。また,魚が天空からくる光に

含まれる偏光の振動方向を分析する能力をもつという報

告もある。これによって,太陽が雲にさえぎられて目に

は直接みえなくても,青空の一角をみただけで太陽の位

置を知ることは理論上可能である。偏光の優勢振動の方

向に対して一定の角度を保って運動する性質を偏光走性

(p01arOtaxis)と いう。

ベニザケ (Oηιοrんγ%ολπs rο %λα)の稚魚が湖から出

て海に達するまでの降河回遊の方向を定めるのに上記の

太陽の位置測定を利用している。たとえば, カナグの

Morrison湖のベニザケの稚魚が海に出るためには, 水

系 の方 向か らして,降河の方位を南東からJヒ西へと約

180度転じなければならなぬ。一方,Nllkitkwa湖 のそ

れは,北北西から北北東へわずかに方位を転じるだけで

よい。選好方位 (Preferred direction一一頭部をどの方

向に向けたがるか)を実験タンクの中で調べてみると,

降河回遊の初期から終期にいたるまでに,前者は南東か

ら北西へ,後者では北北西から北北東へと降河ルートの

方向にはぼ一致して転じた。このように降河回遊の興奮

が現われると,地域集団に遺伝的につたえられる方位を

とるわけである。選好方位は,鏡で太陽の光の方向を実

験的に変えてやるとその分だけずれる。このことから,

感 覚

上  田  一  夫 働物)

このときサヶは太陽コンパスによる定位をしていること

がわかる。また,晴天の夕暮れどきに,タ ンクの上方に

かざした偏光板を回転すると,それにつれて定位の方向

が変るので,こ のときサケは偏光走性を示していること

がわかる。サケは曇天になっても方位がわかる。それは

曇る以前に太陽を基準にしてきめた方位を,すばやく目

前の地形的目標と結びつけ,曇っている間中保つことが

できるからである。全 く目印のないタンク中では,雲量

が増せば選好方位は分散する。

外洋ではサケはどのょうな航海術を使っているのであ

ろうか。サケが実際にどのような感覚を利用して外洋を

回遊するかを調べることは容易でない。現在のところ,

川や湖,実験室で行なわれた他の魚種についての研究結

果から推沢Iす るほかない。外洋回遊のコースをコントロ

ールする感覚的道じるべとしては,一― (1)太陽の位置

測定による回遊。太陽コンパス定位および偏光走性 (視

覚)。 (2)潮流を利用した回遊。走流性 (流れの方向に

関連させて体軸を保ちながら運動する性質,視覚,機械

的感覚)。 (3)適温域を求めての回遊 (温度感覚)。 (4)餌

を求めての回遊 (視覚,味覚,嗅覚)。 (5)磁極の方向沢I

定による回遊。軟骨魚類やアフリカ淡水産の弱電魚とよ

ばれる小型の魚で は, 電気に対す る感受性が極めて高

く,0.1～ 100 μV′cmの電位勾配に応答する。魚が地磁

気の磁力線を横切ってある速さで遊泳すれば,体の先端

部と後端部の間にはわずかな電位差ができると考えられ

る。魚は磁場を知 り位置を決定することができるのであ

ろうか。残念ながらサケが磁場に応答する受容器,電気

受容器を保持しているという報告はない。(6)その他。

一一が考えられるが,いずれの感覚も何年もかかる大移

動の方立の決定に役立っているという十分の証拠をあげ

ることはできない。

最後の棚河回遊 (母川回遊)にはサケはどのような感

覚を利用しているのであろうか。

アメリカの Hasler and Wisby(1951)|ま 次のような

嗅覚仮説を立てている。サケは幼時育てられた川のにお

いを “刷 り込まれ"て海に降る。外洋で数年を過し成熟

したサケは河口に達し,海に出るとき刷 り込まれた特殊

なにおいに刺激されて,自分の洲河すべき川を選択して

入りこむ。あとはひたすら走流性により流れを湖る。そ

遊回のケサ
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して自分ののぼるべき支流との合流点に達すると,幼時

期に刷 り込まれたにおいに強く誘われ,遂に母川に回帰

するのだという。“刷 り込み"ま たは “記銘"(imprinting)

というのは,動物の発育のある特定の時点に,あ る環境に

さらされることにより,その終生の行動様式が規定され

てしまうことをいう。このように,その成立時期が限定

されているというところで,いわゆるる学習 (learning)

とは区別されている。さて,上記の嗅覚仮説の正当性は

その後の行動学的実験結果により次第に認められるよう

になってきた。たとえば,産卵のため母川へもどってき

たサケを捕え,その視覚や嗅覚を効かぬように処理 し,

無処理の対照と一緒:こ下流または湾内で放流する。再度

の母川への湖上に及ぼす 感覚閉塞の影響 を 調べてみる

と,嗅覚閉塞群だけが母川へもどれ な tヽ ことがわかっ

た。母川探知には嗅覚が重要な役割りを演じており,こ
こでは視覚は利用されていないという結論が出されてい

る。

ところで, 嗅覚仮説が正しいなら, まず (1)河川に

よってサケが識別できるようなにおいの差が存在するこ

と,(2)稚魚期を過した川を自分の母川であると認識で

きることが示されねばならぬ。岩手県三陸沿岸の河川に

もどってきたシロザケ (磁θο″んッ%θλas λθιの の嗅上皮

を母川および付近の河川から採取 した水で灌流束1激 して

みた。嗅中枢から導出される河川水に応答する電位を比

較解析したところ,応答電位のパターン (周波数スペク

トルの時間的消長)は試験河川水によってみな異なり,

それぞれ特徴的であった。このことはシロサケが試験し

た河川水をそれぞれ異質のものとして識別していること

を示すものである。さらに母川水刺激の場合に限って約

4 5Hzの周波数成分の活動が特異的に大きく現われた。

種々の実験結果から,こ の約 4 5Hzの働きが母川認識

に関連した中枢活動を示すものと推定された (便宜上こ

れを記憶情報とよぶ)。 このように嗅覚仮説は神経生理

学的研究によっても支持される。

サケは母川水中のどのような物質を記憶にとどめるの

であろうか。母川水の処理液中記憶情報を誘起させる分

別液を追跡してみると,有効物質は,活性炭吸着性,透

析性,石油エーテル不溶性,非揮発性,耐熱性をもつこ

とがわかってきた。しかしその本体は依然として不明の

ままで,母川水中の有効物質の抽出は成功 していない。

母川の記銘が確立され る決定的時期は いつ であろう

か。ある川にヒメマス (ベ ニザケの陸封型で終生淡水に

とどまる)を移殖して新たな産卵ポピュレーションを作

るためには孵化後 1年半までに移殖することが必要で,

満 2年以降になると新たな川を母川として記銘させるこ

とはできない。このように,移殖された新たな川を記銘

する能力は,孵化後比較的長期間保たれていて,こ の点

鳥類の刷 り込みにみられるような決定的時期というもの

は存在しないらしい。また,記銘に要する河川滞在期間

は 2日 間で十分である。

以上,サ ケの回遊がどのような感覚的道しるべによっ

て行なわれているかを簡単に述べた。学問的にも応用的

にも,解決せねばならぬきわめて興味深い問題が数多く

残されている。ここで述べた感覚はサケの回遊行動をコ

ントロールしている諸機構のうちの 1つであるにすぎな

い。ほかにこの行動には,内分泌学的,生理学的,生化

学的機構が直接・間接に関与 しているが, これらについ

ての知見はきわめて乏しい。今後各方面の研究が進展す

ることにより,サケの回遊行動がこれら諸機構の関連に

おいて総合的に解明されていくことを期待する。

7月 の教授懇話会で 依頼を受けて「食糧と異常気象」

というテーマに話題を提供したが,その内容を少し表題

を変えて御報告しておく。

気象変動という言葉は,あ る限定をつけて用いられる

こともあるが,こ こでは,やや広 く莫然とした意味で使

うと,その研究は 4通 りに分かれる。すなわち,数万年

オーダーの変動の研究,数千年オーダーの変動の研究 ,

数百年オーダーの変動の研究,数十年オーダーの変動の

「異常気象」。気候変動・食糧問題

木 秀  夫 (地理)

研究である。この違いは,利用する研究手段の違いにも

とづいてい る もので, やや象徴的に単純化してのべる

と,それぞれ,地形・花粉・古文書 。観測資料という異

質の材料がそれぞれ用いられている。

前二者についてごく簡単に説明すると,地形は地殻運

動だけではなく,気候によっても疑 う余地なく影響を受

けていて, しかも気候の変化よ りは遅い変化をするの

で,過去の気候を推定する有力な手段になる。現在われ

鈴
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われが見ている地形は,数万年前一一すなわち氷河時代

―一の気候状況を語っているものが多い。

次に,花粉はそのなかの桂質の部分がなかなか分解し

ないので,池の底などに古いものから順に保存されてい

ることが多く,植生の変遷―一それはすなわち多 くの場

合気候の変遷一一を記録している。

数万年オーダーの変化は,気温ではおよそ 10°C前後

にのばり (東京とシンガポールの年平均気温差が,現在

約 12°Cであるからこれは大変な変化である), 地形は

陸上のすべてだけでなく,海底地形にも気候変化は記録

されているから,資料がもっとも豊富で,研究も進んで

いる。

数千年 オーダーの変化は 2～ 3°C, 数百年オーダー
,

数十年オーダーでは 1°C前後の変化であり, また, 花

粉,古文書,観測資料は,点的にしか得られないので,

半1ら ないことが多い。

これらのォーダーの研究の違いが,手段の違いだけで

なく,対象物すなわち気候変動の質の違いでもあるのか

どうかまだよく判らない。

私は,数万年オーダーの研究からはじめて,おおよそ

次の結果を得た。すなわち,最後の氷河時代に北半球で

は高緯度での氷河域の拡大,中緯度での湿潤化 (砂漠の

縮少),中緯度偏西風の蛇行強化,赤道付近では湿潤化 ,

南半球では,全面的な乾燥。

ところが,それにひきつづいて,今は数千年オーダー

の研究に入っているが,南北両半球で,温暖期すなわち

湿潤期を示す資料が多 く,日 下,困惑している。

数百年・数十年オーダーの変化はまだ組織的に調べて

いないが,手許にいただいてある別刷などを見たかぎり

では, 1960年 ころから小氷河期の第 4波に入り, 1970

年代後半から 80年代にその中心が来るという考え方が

インドをおとずれることは子供時代からの長年の夢で

あった。インドの魔法使い,コ プラ踊り,イ ンドの象狩

りといった幼 くておばろげな憧れ―インドの歌― リムス

キーコルサコフ,シ ッグルダ,デ ミアンーベルマンペッ

セといった東洋の神秘への思いといったものが私の幼稚

わ た く し の イ ン ド 旅 行

―一 国際共同ロケット実験での体験記――

ある。それには中緯度での乾燥化が伴っていて,サハラ

南部の早ばつがその一つの現われであるかも知れない。

さて,そ うしてみると,よ く使われる「最近の異常気

象」という表現が適当かどうか とい うことになる。も

し,「工業化がひきおこした」 という意味をこめて「異

常」とい うことを使おうとしても,地球の大気汚染は,

工業地帯からよりも,サバンナの焼畑からの方が,面積

的には 10倍に及んでいるといわれる。また,現象とし

てはもっと「異常」にみえることであるが,新暦になお

して7月 に雪が降ったという記録が日本にも少なくとも

8回はある。

私には,人間がひきおこしたというよりは,自 然の推

移のように思えるが,すでにのべたように数百年,数十

年オーダーの勉強はまだあまりやっていないので断定は

できない。

小氷河期あるいは,本格的な氷河期が来たら,人類は

恐慌におち入るか。この問題はその文字の与える印象ほ

どに単純ではない。本格的な氷河期が くれば,海面の変

化によっ広大な土地が海から顔を出し,熱帯の暑すぎる

土地は住みやす くなり, “緑のサハラ"がふたたび 出現

するであろう。シベリアではヴェルム氷河期にはタイガ

の南下にともなってツンドラ地帯が拡大し,人口は増加

している。

地球全体として現在とどちらが人類の食糧生産に都合

が良いかは,興味深い思考実験となろう。

もっともこれは巨視的な思考であって,現代社会の動

きのスケールでみると食糧に関係する諸生産が,国際分

業をしているから,一地方の不作は,大きな連鎖反応を

おこして,恐慌を来すことのあり得るのはい うまでもな

い。

松 1隆   夫 (地物研)

なインドヘの先入観であった。しかし始めてのインド旅

行は国際協力観測ロケット実験という思いがけないかた

ちで実現することになった。

インド共和国と日本との共同観測はこれが始めてでは

なく,過去にも大小あわせて数回の実験パーティーが訪

等
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問してぃる。今回の共同観測は東京大学宇宙航空研究所

とインド国立物理研究所 (National Physical Labora‐

tOry)の 間で数年来計画 され インド宇宙空間研究機構

(Indian space Research Organization)の 協力を得て

実現されるはこびとなったものである。共同実験の目的

は, “中低電離圏のエアロノミー"であった。 いささか

の説明を試みれば,高 さ 50～ 130 kmの 電離層の生成の

メカニズムを定量的に直接測定して明らかにしようとす

るものである。この領域の研究は長らく宇宙空間研究の

盲点となってきてぃる。このことは観測ロケット。人工

衛星が多数飛びかう現在では不思議と思われる方もあろ

うが,研究が遅れた理由はいろいろとあげることができ

る。第一は「乗物」の問題であり,こ の領域は人工衛星

が飛ぶには空気抵抗が大きすぎて不可能,ま た普通の観

測ログットではあまりにも速 く飛び去ってしまう, しか

し大気球を揚げるにはあまりにも高すぎる。第二は測定

技術上の問題であり, 大気分子の平均自由行程が小さ

く,中性・ イオンの質量分析やプラズマパラメータの測

定に大きな困難がある。

しかも,電離層生成に寄与する物質は多 くの場合微量

であって検出が困難である。第三は研究上 の困難であ

り,こ の領域の物理化学現象を支配してぃる光化学,気
象学,プ ラズマ物理学的要素があまりにも多 く複雑すぎ

て,一回や二回のロケット実験では結論が出しにくい。

このような状況を考慮して今回の国際共同実験のプラン

がすすめられた結果問題点をつぎのように絞ることにな

った。すなわち,中低域電離領域 (D,E領域)で もっと

も重要であるとおもわれる電離生成のメヵニズム

NO+んν(1216Å )=NO十 +θ ,

を追求しようとするのである。ここに λνは太陽からの

水素ライマンアルファ線であり,こ の放射は太陽紫外線

領域で最強であり, しかも,地球大気 (酸素)は この波

長に対 して比較的透明であり,高 さ 70 km以下にまで

侵入するというのが問題の雄点である。さ らに 1216Å

放射が電離できるのは微量組成分の一酸化窒素 (NO)だ

けで,主要大気成分の 02,N2は電離できない。

実験計画法の常とう手段として NOの密度,太陽ラ

イマンアルファ線の強さ,電子密度,電子温度を同時に

測定することによって,電離生成,消滅の実態を調べる

ことができる。そのために宇宙航空研の内の浦観測所で

の実験経験をフルに活用することになった。ライマンア

ルファ測定用の電離箱は大阪市大原子力調査研究所の小

塩教授らの開発になるものである。電子密度測定にもち

いられたプラズマインピーダンスプローブは宇宙航空研
の大林教授 。江尻博士 らの開発されたもの,ま た電子温

度プローブも, 同じく平尾教授・小山技官の労作 であ

る。NO測定には 2155Å にあるガンマ帯の自然の発光

現象 (大気光)を利用する方法があり, これは私が受け

もつことになった。このほか,イ ンドの NPLが静電的

な方法によるイオン密度測定と電波伝播法によるプラズ

マ密度測定を分担した。

結論から先にいえば今回の共同実験は口ヶット自体の

不調によって完全な失敗に終った。随用 した 2段引ロケ

ットはセンタウルスと呼ばれるフランスの団体燃料 ロケ

ットを前述の ISROが ノウハウをもらって自家製作を

始めたものであり,最近では可成安定した成果をあげて

いたものだけに大変残念なことであった。しかし今回の

共同実験で得た経験はあらゆる面で活用されるものであ

り,きわめて高い授業料ではあったが,決 して捨て金で

はなかったことを強調したい。残った紙面をもちいて今

度のインド旅行における体験の若干を書 くことをお許し

いただきたい。

国際共同実験班が出発したのは 5月 25日 ,一行のメ

ンバーは東大宇宙航空研の平尾教授,江尻氏,小山氏 ,

それに私が参加,ほかに M電気の阿部氏,S電子の田

村氏がエンジニアとして加わったので計 6名 の小 じんま

りした旅行団となった。阿部氏と私はインド訪間は始め

てであったが,他のメンバーはすべてインド実験の経験

者であったので大変楽な気分で旅行ができた。年令と仕

事の分担の関係上自然と,平尾教授が団長に私が副団長

格にされてしまった。平尾教授はじめメンバーのすべて

の方とはロケット実験や科学衛星計画では長いお付合の

仲であるのですべて1原調にことが運んだ。

「インドは暑かったでしょう」,「インド料理は辛かった

でしよう」,「物乞いや不衛生さで困りませんでしたか」,

帰国後多 くの人 か々らこんな質問をされた。私自身,出

発前にこのようなことを懸念していたのだが,すべて取

越 し苦労に終ったのは幸いであった。確かに旅行の途次

立寄ったマ ドラスやニューデリーの暑さは大変なもので

あったがわれわれが実験のために約三週間滞在したケラ

ラ州の トリバンドラムは,イ ンドの最南端に近い,ア ラ

ビヤ海に面 した小港都市であるが,折悪しく始った雨期

特有の湿気を除いては先ずは快適な気候といって良かっ

た。実験は,ツ ンバ赤道ロケット発射場 (Thumba Equa―

torial Rocket Launching Station)と 呼ばれ,国連の援

助によって建設され,ISROの 管理下にあるが,米・ ソ

を始めとする各国の基礎観測口ヶット実験のために定常

的に活動 している。したがって口ヶット先進国からの供

与設備も多 く,テ レメータ受信設備はアメリカおよび ド

イツ製,電子計算機はロシア製,打上げロケットのノウ
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ハウはフランス製といった具合である。ロケット観測に

関しては先進国に属する日本からは何の実質的な供与が

無いのが先ず片身を狭 くする思いであった。ツンバ実験

場は北緯約 8度に位置するが,地磁気座標では赤道直下

にあたり,超高層物理学中高緯度では見ることの出来な

い現象が観測されるところに大きな建設の意義がある。

インドでは工業的に最も後発的なケララ州に実験場がつ

くられたことに1ま ,イ ンド政府の工業政策とこのような

学問上の要請とがうまく一致したためであろう。

われわれ―行は トリバンドラム市のホテルから毎朝ハ

イヤータクシーで約 10キ ロの道程を実験場へ,夕方に

は市内へ戻るといった生活をすることになった。タクシ

ーの運ちゃんとの連絡は私の役日,ま ず難かしい英語は

通 じないと思って良い。共同実験をうまく遂行させるた

めには,運転手,守衛,掃除夫, コックさん,ホ テルの

ボーイな どとまず仲良 くする必要がある。その手始め

に,普段は吸わないタバコを無理に吸い人にもすすめる,

欲しくもないバナナを買ってきてもらう,家族の写真撮

影を頼まれて私宅を訪間するといったキメの細かい裏面

作戦がおこなわれた。ケララ州は貧しいが大変清潔であ

る。州政府は社会主義政策をとっている。案じていた物

乞いに悩まされることもなく,街もお義理にも美しいと

はいえないがそれなりに整っていて,良 く清掃され,悪

臭にへき易することもなかった。宗教的には ヒンズー

教,イ スラム教,キ リス ト教 (カ ソリック)の三者がイ

ンドでは例外的に三者てい立してうまく平衡を保ってい

るようである。特に,ケ ララ州は聖 トマスが後半生を送

ったという伝説があり,中世以来キリスト教文化の影響

を強 く受けてきた土地柄である。住民は開放的で人付合

が良く, トップクラスのエンジニアからコックさんまで

さまざまな階層のインド人の家庭に招待される機会を得

たが,ど こでも家族一同で迎えてくれ,ま た背のびしな

いありのまま1/D家 庭を見させてくれる点は,む しろアメ

リカやカナダにおける体験も同じである。わが国での外

国人の迎え方にはまだ背伸びが多 く,良いところを見せ

たがる傾向が強いように思われるが。この点は大いに見

習うべきだと思った。今度アメリカの友人が私を訪ねて

来たらわが家の二階こ下宿させ,フ トンにカヤを釣って

寝かせ,銭湯に通わせる決心がついたのも今回の旅行の

一つの大きな収獲である。

何処へ行っても人間であ勇:れているというのがインド

での印象の一つである。実験場への往復のタクシーはク

ラクションの鳴りっばなしで人にあふれる街路を掻き分

けて進んでいく。交通事故で人を殺しても示談金は 15

万ルピー (約 35万円)を越すことはないとか。人命の

価格の安さにも人間生存の哲学の相違があらわれている

のか? 道路には人力車,大八車,牛車から最新式の自

動車まで,あ らゆる世紀の文化が共存している,こ れが

インドにおけるプラグマチズム? これでも人命にかか

わる交通事故は皆無に近いとか,こ れもインドの魔術に

よるのか? 一つ言えそうなことはインドの運転手は運

動神経が発達していてしかも眼が良いこと,こ れは同乗

していても良く分る。日本に交通事故が多いのは人間本

来の運動能力が文明生活でスポイルされているからか,

精神がたるんでいるのか?

ツンバ実験場での作業はわれわれにとっては 15年前

の秋田の「道川実験場」時代を思わせる。率直に言って

決して第一級の設備と技術であるとは考えられない。し

かし,エ ンジニヤ達は大変協力的であり,早朝,深夜を

間わず良くお付き合いして下さったと思う。インドでの

物事の進行は日本の3乃至 5分 の1と 見積るのが常識だ

そうであるが,それが 2～ 3割増しですんだのは彼等の

熱意の大きさをうかがわせるものである。彼等の知識欲

のおう盛さにも感服した。元来インド人は talkativeで

ある。観測の原理,電波技術からはては トランジスタの

使い方まで毎日が質問と回答の連続であった。幸いわれ

われのスタッフは各界のエクスパー ト揃いであり,彼ら

の欲する情報のほとんどを提供できたのではないかと自

負している。

われわれの後発国への配慮が如何に欠けているかを思

い知らされたのはインド旅行の大きな結論 の一つ であ

る。同じアジアの一員としての日本国民として,科学者

として何とかしたいという気持に満たされて三週間の旅

の帰路についた。 さし当っては多 くは望まない。 1,000

万円いや 50万円で充分である。一人の科学者あるいは

技術者を短期間日本招待出来た時に生 じる効果には千金

の重みがあるのではないだろうか。一市民のレベルから

国家レベルまでのあらゆる段階での国際協力の在 り方を

もう一度考え直して見ることの必要性を新にしている。
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“今日はフットポールの競技で どのホテルも一杯, 1

晩 25ドルのところでもあるかどうか"

ホテルは空港の案内所で探してくれるから心配ないと

誰かが言ったのを信じていた三人は思わず顔を見合わせ

る。助手の長谷川君と大阪大学の湯浅君と。私の左へ来

たもう一人の男も同様に困っている。胸に第 1回 ISSOL

学会という名札をつけているので,われわれと同じ会合

に出た人である。アルジェリアからの学者で帰途だとい

う。彼は “科学者のための宿泊所はないか"な どと言い

かけるが,案内嬢はスペイン語で電話をかけるばかり。

やがてあったと言うなリパスポー トを出させて,細長い

紙に何かを書いてわたすと,ち ょっとニッコリして消え

てしまった。パレスホテル,23 ドル。

フットボールが終ったら何とかすることにして,パス

で市内のターミナルまで来る。バスも立ちんばである。

ホテルは近いらしいので地図で路を探していると,一人

の男がやって来て

“300ペ セタでホテルがある" という。 23 ドルは約

1,200ペ セタだから大違いである。少し不安になって聞

いても英語はホテルとタクシーと300ぐらいしか知らな

い。こちらも僅かしか知らないスペイン語を持ち出して

みると,町の中心にあってバス付だという。近くにある

自分のタクシーというのを見ると自タクらしい。男 3人

なら大丈夫とばかり乗込む。

どの都市にも同名のものがあるホセアントニオ通 りと

いう大通りをしばらく走って横町の小さいホテルの前で

聞いてみろという。二人の部屋が一つあるがベッドを三

つ入れると値段は 300ペセタ。 ホテルの名をよく見る

と,飛行機で隣に坐ったスペイン生れのアメリカ人が推

奨して,手にしていた文庫本の表紙に書いてくれたとこ

ろだった。あやしげなところでなくてよかったと安心し

て,言いなりに案内料を 200ペ セタ払った。

ホテルヘの途申の街にも,一体みしてから散歩に行っ

たスペイン広場にも,赤と白または黒と自の縞のシャツ

と帽子で同色の旗を持った老若男女の群をみた。大体10

人ぐらいの組で,色のちがうのが会うと応援歌みたいな

ものを交換する。 もっ と も赤の方がすでに勝ったらし

く,数 も多いし元気も良い。赤はビルバオからの人達と

の 週 末

田 春  彦 (生化)

聞いて遠いところから来るものだと思っていると,後で

黒もビルバオと聞い てわけ がわからな くなってしまっ

た。片言では食べたり泊ったり以外のことはわからない

ものらしい。

夕食をすませて横になると急に疲れが出た。5日 間の

学会は朝 9時にはじまり, 1時から3時の昼食の休みの

あとで 8時 までという強行軍だった。スペインならばゆ

っくりとシェスタの休みが取ってあるだろうとは誰もが

期待していたが,全 く予想外だった。その上 9時か 10

時からパーティーがあって休めるのは 12時近い。ここ

だけスペイン的であった。

土曜日は トレドの町を見ようと駅へ来てみると1日 に

数本の電車しかない。時間表がどこにもないので,長い

行列のあとについて英語を話す “InfOrmatiOn"で 帰り

の電車のあることを確めて切符を買う。マ トリッドの街

でも日の当るところはとても暑いが,電車で郊外へ出る

と半分砂漠みたいで見るからに暑い。ところどころに背

の低いブドウ畑がある。

昼休みのことを忘れていたので,何 もかも休み。細い

うねうねした石畳の焼けた上を歩 くだけしかできず,有

名な寺院も外から拝観するにとどまった。ソーダ水を一

杯飲んで代金を聞きちがえ 3ペ セタ出したら, “ジュー

サンデス"と いわれたのには驚いた。

日曜日には有名なプラドの美術館へ行った。イタリヤ

やフランスやオラングの画もあるけれども,やはリスペ

インの画家の画が多く眼についた。特にゴヤは非常に多

い。ゴヤの画が特に好きではなかったが,年代によって

作風の変ってゆくのを見てゆくと,何か個人的な親 しみ

のようなものが感じられる。有名なマハも始めて見せて

貰ったし,実生活にいくらか想像を加えたような多数の

スヶッチ|ま 18世紀から 19世紀にかけての一般の生活

を見せてくれるようで面白かった。 1時には閉館という

ので少 急々いで歩いたのに, 1時になっても各室の守衛

はのんびり雑談しているので,出てくるのは少し心残 り

だった6

スペインは良いところだが暑いと思って月曜日にスイ

スのバーゼル大学を訪ねたら,こ こでも上衣を着ては汗

が出た。ヨーロッパの今年の夏は暑いらしい。

マ

野
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フ ラ ン ス 生 活 の 記 憶 か ら

私がフランスに滞在したのは 1967年の秋から 1969

年の夏までであるから,帰ってきてからすでに 4年 も過

ぎている。日‖れないフランス語でたどたどしい講義をし

ていたのはつい最近のような気がするのに,月 日のたつ

のは早いもので,空恐ろしいような気がする。

帰国してまず感じたことは,自動車のふえたこと,物

価の上ったこと,それから人間が (あ いかわらず ?)せか

せかしていることであった。自動車のふえたことは,横

浜の父の家に帰ったときに,あたりが特にそういう地域

だったらしく,度肝を抜かれた。物価は本代などの値上

りに驚いていたものだったが,これはその後もどんどん

上っているので,今さら驚かなくなった。

僅か 2年の留守で,こ れだけの変化があるのだから,

4年 もたっている間に,フ ランスもずいぶん変わったこ

とであろう。しかし (日 本人のせっかちさのように)案

外変わっていないところもあるかもしれない。それをた

しかめるのは将来の夢として,今思いだせることのいく

つかをここに記しておくことにしたい。

私が滞在したのはグルノーブルという,ス イスに近い

山の中の小都会である。フーリエやシャンポリオンなど

がいた,歴史の古い大学があり,郊外に新しいキヤンパ

スを持っていて,そ こに理学部や私の仕事場所である機

械翻訳研究所などが集められていた。

大学に行ってまず感じたのは,平凡ながらキャンパス

が広 くて緑がきれいなことと,事務が非能率的なことで

あった。日本から来たばかりの学生の登録事務を手伝っ

てあげようとして,あちらこちらの窓口をタライ回しさ

れたこともあった (その学生の曰く:昨日は逆の順序で

回らされました)。 また, 論文のコピーを手に入れるの

も,パ リから取 りよせなければならないときなどは,東

大理学部の同僚に航空便で依頼した方が,ずっと早かっ

′L。

有名なバカンスの季節になると,各人が勝手に月単位

の体暇をとる。オペレータとバンチャーが別々に休むの

だから,計算機室は2ヵ 月半 ぐらい半身不随になる。文

句をいいそうな人も,大抵地中海やブルターニュなどに

出かけてしまって留守だから, 別 に困らないわけであ

る。私も旅行は大好きなので,文句をいわずに家族旅行

に出かけた。

自動車に家の子郎党 (と きに留学生など)を積みこん

崎 昭  弘 (情報科学研)

で,行 く先々の旅行案内所で安いホテルをさがすような

旅をすると, ヨーロッパ旅行は非常に安上がりである。

子供 3人がまだ小さかったので,一番下の子を携帯用の

ベッドに寝かせることにすると, 2つ大きなベッドがあ

る1部屋を借りれば楽に泊れたから, 5人で 1泊するの

に50フ ラン (1日 レー トで3,500円 )あれば充分だった。

なお私の東大での月給は,1967年には年間約 83万円だ

ったが,フ ランスでは約 4万フラン (旧 レー トで約 280

万円)だ ったから,暮 しは楽だった。東京の方が安いの

は,月 給以外では衣料品と電気製品だけで,食 。住の単

価は (質の劣悪なものは除いて)グルノーブルの方が確

実に安い。テレビなどは高級品の部類だったが,賃借 り

もできたので,不自由はしなかった。

住の単lllを もう少し具体的にいうと,私が 2年めに借

りていたアパー トの例では,3DKで 月 350フ ラン (パ

リよりは安い-2万円強)である。各部屋は日本の団地

サイズよりずっと広 く。また天丼が高いので,私の計算

では, 私がかって入っていた公団の 2DK全 体の容積

と,フ ランスのこの 3DKの うち一番大きいひと部屋の

容積が,ほば同じであった。部屋の仕切 りはもちろん ド

アであるから,子供のしつけにはもってこいである。実

際,日 本のことを覚えている長男と,フ ランスで生まれ

た長女とを育てた手ごたえから, ヨーロッパの人々と日

本人の性格の違いのいく分かは,こ ういう部屋の構造の

違いから来ているではないか,と いう印象をうけた。も

っともある人にいわせると,フ ランスにだって狭い住居

はあるので,そんなことを考えるのは西洋かぶれの概念

論にすぎない,と いうことであるが,私にはその人がフ

ランスのことをよく知っている学者には見えなかった。

庶民的な話ばか りで紙数が尽きてしまったけれど,私
の滞在期間には, 日本では大学紛争,ヨ ーロッパではチ

ェコの動乱,フ ランスの5月 ゼネス ト, ド・ ゴールの退

陣,ポ ンド・ フランの切 り下げなど,た くさんの事件が

あった。そ ういう事件の間にも, 日本人は働き続けた

し,フ ランス人は自分の楽しみを忘れなかったように見

える。こと数学研究の環境に関しては,設備費と旅費を

別にして, 日本がフランスに劣っているとは思わないけ

れども,研究者の人間としての暮しの方を考えると,あ

まりにも情けない。

研究者ばかりで はない。 多くの日本人が, 疲れてい

野
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る。 67年の春, 電車の中で足を投げだしているのは,

見るからに無作法な若い男に限られていたが, 69年 に

は誰もが足をのばし,姿勢を崩すようになった。また 2

私の読んだ本 (4)

飯 塚 浩 二 著

この本はまず面白さにひきず られ て読みとおした。

昔,歴史で習ったことがらが次々と意外な面から光があ

てられて,これまでの栄光が色あせてしまったり,逆に

歴史を動かす原動力の所在を浮きばりにして見せられた

りしたからである。

チンギス汗一党にひきいられたモンゴルがあの歴史上

未曾有の版図をもった大帝国をどうしてつくり上げたの

か,いつも不思議に思っていたのだが,その疑間がこの

本の一章を読んで氷解するおもいがした。著者によると

砂漠というものは海洋になぞらえて考えるのが理解の早

道だという。つまり,陸上の国土は一画一画占領してゆ

かねばならぬが,海洋は船舶や艦隊の所有者にとっては

一気に対岸まで押し渡ってしまうことのできる空白部分

である。遊牧民にとって,ま た隊商商人にとって,砂漠

とはこの点でまことに海洋に似ている。遊牧民の襲撃に

遭遇したオアシスの運命は,艦隊に包囲された孤島のそ

れに似ているという讐えは非常に面白かった。チンギス

汗電下のモンゴル軍が大領域を短時日の間に征服したの

は大陸上の事件ではあるが,彼らが建設した大帝国の空

間的な広さは,ロ ーマ帝国や中国のそれに比較すべきで

はなくて,む しろ,大英帝国のような海洋国家のそれに

比較さるべきものと記されている。

また,「血に渇した破壊を希求するチンギス汗が未開

の蛮族をひきいて,残忍な武力と恐怖政策によって掠奪

蹂躙した」といった見方は当を得ていないことを説得力

のある筆でのべている。戦争の捕虜の助命については,

遊牧民と農耕民とではまったく観点がことなる。遊牧民

は奴隷を抱えておくほどの労役もなく,食糧の余裕もな

いので捕虜を殺してしまうが,農耕民は捕虜を農耕作業

などの労役に生産的に使役できるので,捕虜を生かして

お く可能性がある。この相違は,一方が残忍であり,一

年ぐらい留守にしたら,今度はどんなことに気付くので

あろうか?

下 貞6(動物)

方が仁慈であるというような,倫理的な規準で区別さる

べき相違ではあるまいというのが著者の一つの指摘であ

る。

これに加えて,単なるテロルの力であの大帝国を長年

月にわたって維持することは到底不可能で,チ ンギス汗

は何等かの理由からその時代に求められていたに違いな

いというのがもう一つの1指摘である。当時,ア ジアでは

隊商の形をとった商業資本が大きな役割を演じており,

すでにモンゴル,中国,イ スラームには彼等の大商会が

存在していた。彼等のもっとも強 く望むものは治安の維

持であったに違いなく,それには遊牧民の割拠よりも強

力な統一勢力の出現が期待されたであろうことは想像に

かたくない。チンギス汗はこの流れにのり得た時代の子

である。

このように書いているときりがない。 このほかにもア

ラビア人の湖水であった地中海の話や,ヴ ェネチァがヨ

ーロッパとビザンチンやイスラームを結ぶ窓口で,こ こ

を通って東洋の香料がヨーロッパヘ入るが,こ こから東

洋へでてくる商品はどうも自人の奴隷であったらしい話

やし目の玉のまわるような話がのっている。これを読ん

でいると, 著書の中にも書かれているが,「時は最上の

審判官」であるというのがまことにあやしくなってしま

った。世の定説というものはまった く片手落ちで悪意に

満ちている。そのような不公平はどこからくるかという

と,著者によれば「世界」は地上に数多 く存在していた

し今もいることを意識しないところからくるという。つ

まり,印度航路の「発見Jだの,新大陸の「発見」だの

といういい方が平気でつかわれているのは,あ る「世界」

にとっては未知であるかも知れないが,対等に存在して

いる別の「世界Jがあることをないがしろにした考え方

が底にあるからで,こ れがいまだにどんなに根強 くはび

「東 洋 史 と西 洋 史 の あ い だ」 (岩波書店,1971)

清木
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こっているか,数多の実例でよくわかった。

この本は続 く「東洋への視角と西洋への視角」,「 ヨー

ロッパ対非ヨーロッパ」とともに二部作ともいうべきも

のであるが,これらをつづけて読んでゆくと面白いだけ

の読み方が次第にできなくなってゆ く。それは著者が病

いと闘いながら遂に刀折れ矢尽きて倒れるまで言い遺し

たいことを血をrtく 思いで書きつづってゆく有様が文章

にもあらわれてきてほとんど寒さを感じさせるほどのも

のであるからである。

因みに,著者の飯塚浩二氏は,動物学者飯塚啓氏の息

であられ,そのためもあってか,文中にたとえば, 日本

刀のつかについているいわゆる「さめ皮」はジャワ地方

に産するエイ類,7rνσο%sι pんι%CuvIER,の背皮であ

るとか,人文地理学や経済学でも動物・植物の生態学の

成果をもっととり入れることが望ましいといった話もで

てきて興味深かった。

私 の 提 案 (3)

この4月 ,5年ぶりで,Cambridge大学のWilkes教

授の研究所を訪問した。ロンドンから Cambridgeの駅

に着いて,「Mathematical LabOratoryは 何処ですか ?」

とい くら聞いても分らないという失敗をやった。そこで

当てずっぼうに「COmputer Laboratory」 はと聞いたら

す ぐに教えてもらえた。研究所の名称が変わっていたの

を全く失念していたのであった。

Wilkesが所長をしている元 Mathematical tt COm_

puter Laboratoryは , 世界で最初に働いたプログラム

内蔵型の電子計算機 EDSAC Iを完成させた。Wilkes,

Wheelerと Gill共著の EDSAC―Iの プログラムの本は

電子計算機のプログラミングに関するL界で最初の出版

物であった。次いで Wilkesた ちはマイクロ●プログラ

ムという手法を使った計算機 EDSAC― IIを作った。蛋

白質 (MyOg10bin)の立体構造の解明により, ノーベル

賞を受賞 した Kendrew(1968年,客員教授として本学

部に滞在され,剣 p■竜という漢字名を使っておられた。)

の結晶解析の計算にもが 活躍した。 1950年代の初期に

は電子計算機は市販されるまでには至っていなかったの

で,こ のように先駆的な計算は大学自作の計算機によっ

て行なわれたのである。 Wilkesの研究所はその後も,

タイム・ シェアリング・ システム (TSS),計算機による

図形処理,数式の記号的処理などに関して優れた研究成

果をあげている。数式処理とは,数値計算ではなくて,

数式の微分積分,簡約化などの操作を計算機で行なうも

のである。研究とデモンストレーションは 10数年前か

ら行なわれてきた。例えば 1961年に MITで Slagle

藤 英   一  (物理,情報科学研)

が作った SAINTと いう名の プログラムは, 大学新入

生の積分の練習問題を解 くというので評判になったもの

である。しかし,こ の数式処理が実際に意味のある計算

に使われるまでに研究が進んだのは比較的最近のことで

ある。現在は Cambridge大 学を含む世界のいくつかの

グループで,数式処理の新しい方法が研究され,数式処

理 プ ログラムの性能向上 の競争 になっている。現在

Wilkesの 研究所でこの方面の研究を推進しているのは

Bartonと Fitchで ある。 Bartonは天文,Fitchは数

学の出身であり,それぞれ,天体力学と一般相対論の研

究上 に現われる大量の数式の計算という必要に迫られ

て,数式処理の研究を始めたのであった。Utah大学の

Hearnの 場合も理論物理学,と くに量子電気力学 (QED)

の計算が数式処理研究の出発点となっている。このよう

に研究開始の動機と当初念頭にあった応用には非常に大

きな差異が認められるが,得 られた結果としての数式処

理システムの機能には共通点が多 く,性能評価のための

標準問題が流布す るに至ってい る。 Legendre関数

P%(″)の 関数形の印刷,天体力学の出発点である Kepler

方程式の級数解の印昴1な ども標準問題に入っている。今

回 BartOnは不在で会えなかったが,Fitchは 自室にあ

る TSSタ イプライターを使って,一般相対論の計量テ

ンソルの式を数行入れると,各種のテンソルの成分の式

が直ちに計算されて,数頁にわたって印刷されるという

デモンス トレーションを実 演 して くれ た。この TSS

(Time Sharing System時 分害1シ ステム)の ソフト・ ウ

ェアも Wilkesの 研究所で作成したものである。

鳥石

後
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この研究所を訪間した印象を一口でいえば物事を根底

から考え,ま た根底から創り出すという思考形体が身に

ついていることである。

WilkeSの研究所の所員は大学院学生の研究指導と情

報科学に関する専門教育に参劃していると共に,全学の

計算機利用入門コースの指導も担当し,そのための人員

も持ってい る。その一人である Dr.Kingに よると,

Cambridge大学には毎年 p000人の新入生があり,そ

の中の約 40%は ,道具として,計算機を使う方法を習

得するため, King氏 の入門コースに出席するという。

この現代版あるいは英国版のコンピューターソロバン塾

は次のように運営されているとのことであった。教える

言語は FORTRANである。計算機による実習とテキス

トの 自習を前提とすれば, 講習は 1週間位で充分であ

る。受講人数は一回 40人程度以下が指導上望ましいの

で,年に 30回程度の講習会開催が必要となる。ところ

が,同一の講師が 1年に 2回以上同一内容の講義をする

のは,望ましくない。そこで,VTR(ビデォ・ テープ。

レコーダー)を使うこととした。VTRと して最初米国

某社のものを使用したが, どうも調子が悪いので SOny

のものに代えたら問題がなくなった。しかしVTRを教

室で 30分以上連続して見せるのはどうも結果がよくな

いので, Teaching Assistantに よる質疑応答か計算機

による実習が,30分に 1回は入るようにしている。

この VTRの一場面だけを見せてもらったが, King

先生が分 り易い英語で黒板を使って,プ ログラムの説明

をしているところであった。

そこで提案であるが,われわれの学部でもVTRを使

って見たらどうであろうか。King先生の VTRを使え

|ざ,FORTRANの実習と (King's)King's Englishの

実習の一石二鳥の効用があろう。また時折来日される,

著名な学者の講演を VTRに記録しておくのも意義のあ

ることである。従って少なくとも一石三鳥の効果がある

と主張したいところであるが「二兎を追うもの……」と

いう諺もあり, また VTRの コマーシャルを書 くつもり

では毛頭ないので,こ の種の視聴感覚用具の禾」用につい

ての御意見を筆者に御知らせ下さることをお願いするに

止めたい。

4 日 (ガく) 3:00～ 5:00

5日 (木)3:00～ 5:00

6日 (金)10:00～ 1:00

9 日(月 ) 2:00～ 4:00

10日 (火)1:30～ 4:00

16 日(月 )12:30～ 2:00

18日 (水)10:30～ 12:00

1:00～ 3:20

25 日(水) 2:00～ 5:00

総合計画委員会

アイソトープ委員会

会計委員会

理学系研究科委員会

教務委員会

学部長と理職の定例交渉

人事委員会

教授会

主任会議

7月 理学部会合日誌 外国人客員研究員の承認 (物理)

3.人事委員会報告 (寺山委員長)

i)臨職採用承認 (人類,地物)

ii)植物園よりの技官の要望

4・ 会計委員会報告 (田 丸委員長)

昭和 48年度校費予算配分のこと

5.教務委員会報告

i)情報科学共通講義の件

il)コ ンピュター演習の件

iii)教養四学期時間割についてのアンケー トの件

6.学内情況報告

7.建物将来計画についてのアンケー ト集計結果の報告

(綜合計画委員長)

8.理学部五号館 (仮称)建築及びそれに伴う移転等に

関する報告 (下郡山部会長)

9.教室借用の件

四号館 1320,1220,7月 23日 より27日 まで高エ

ネルギー国際会議 (責任者 山口教授)

1.

2.

教 授 会 メ モ

7月 18日 (水)定例教授会

理学部四号館会議室

前回議事録の承認

人事異動,併任兼業,海外出張等の報告
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(助  手)

教 室

人   類

鉱   物

物   理

化   学

天   文

教室 (所属)

物 理

生  化

化  学

物  理

物  理

化  学

地 物 研

地  球

物  理

地 物 研

化  学

情 報 研

物  理

地  球

人

氏

平  井

田 賀 井

梶  田

森  山

中  田

異

発令年月 日

48. 7.  1

48, 7.  1

48. 7. 10

48. 7. 10

48. 7. 16

異動内容

転   出

助手に採用

助手に採用

休   職

助手に採用

動事

職

外 国 人 客 員 研 究 員

備   考

放射線医学総合研究所

研究期間

48.7～ 49.1

6.23     6.30

6.23    7. 7

6.23      7. 8

6.23     7. 8

6.23

7.7
6.26

6.28

7.1  7.8
7.1  7.8
7.2

7.5

7. 7    7.13

助 手

助 手

樹

平

示

彦

一

百

篤

晃

祥

好

籍

国

国

英

r-\ 4.1

Anthony J. Leggett
現       職

英国サセックス大学助教授

海 外 渡 航 者 異 動 事 項

日

日

月

月

年

年

慇
‘脚

脚
自

至

名

朗

氏

馬

属

理

所

物

官 職

助 教 授

教  授

教  授

教  授

助 教 授

教  授

助 教 授

教  授

助 教 授

教  授

教  授

助 教 授

助 教 授

教  授

野  田

佐 佐 木

霜  田

清  水

朽  津

等  松

永  田

上  村

福  島

藤  原

国  井

池  上

浅  田

渡航先国        出発月日 帰国月日

子イ;窪纂嚢早菌連合
王国,    6.22

春

行

光

忠

耕

隆

人

彦

美

雄

夫

武

洸

直

男

泰

明

敏

武

彦

スペイン

ソビエ ト連邦共和国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

インド

アメリカ合衆国

フランス,オ ランダ,連合王国   6.30
アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

牙ιアウ公711リ
ピン

,

連合王国

鎮

利

水ヽ

島

授

授

教

教

球

学

地

化

国

内 武 ユーゴスラビア, ドイツ連邦共和国,7.8
スウエーデン,ア メリカ合衆国
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